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江東エコリーダーの会新年「探鳥会」   絶滅危惧種トモエガモ  北印旛沼で復活!? 

日時： 1月 18日、 

 所：北印旛沼、谷津干潟 

  江東エコリーダーの会 

新年探鳥会に参加した。 

環境省のレッドリストで 

絶滅危惧種Ⅱ類に指定さ 

れている渡り鳥のトモエ 

ガモを見に北印旛沼に向 

った。2004年調査では約 

2千羽に減ったがこの 

10年程で急増し、昨年は 

17万羽の確認という。 

バスは 2時間ほどで現地 

に到着、早速北印旛沼に。 

 目の前の沼には北印旛沼 

が広がっていたが、僅かな鳥しか見えなかったが、遠くを見ると沢山の鳥が舞い上がっていた。 

 

  

 

 

 

 

 

北印旛沼を背景に           カワウがのんびり        トモエガモの雄と雌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 筑波山を背景にトモエガモの群集          谷津干潟公園マップ  カワセミ アオサギとダイサギ 

舞い上がり地点ではその多さに驚嘆、帰路谷津干潟で探鳥。北印旛沼 22種、谷津 13種の観察。 

所感：素晴らしいトモエガモの雲のような飛翔の姿を観ることができた。 

トモエガモ復活に感謝。（文責 中瀬） W クリックすると動画が見えるかも 

 

   舟 は スローライフ・持続可能社会 の 先進役   2025 年 1 月 

  お 江 戸 舟 遊 び 瓦 版 1079 号 

   水彩都市江東  こころ美しい日本の再生  安全・安心まちづくり 
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農民連第 26回大会記念レセプション 

日 時 2025年１月 15日（水）午後 6時～ 

会 場 大田区産業プラザ 

 農業と農家の経営を守ってきた農民連の定期大会 

レセプションに参加した。47 都道府県に連合会が 

あり、ふるさと自慢の食品が調理して並べられ、 

美味しい時を楽しむことができた。 

 農民連の HP によると豚や鳥たちは人間よりも高 

いご飯を食べているとのこと等、注目すべき記事が載っている。 

やさしく教えて！農民連 | 農民連（農民運動全国連合会） 

 日本の食糧自給率は、カロリーベース 38％、生産額ベース 61％ 

と欧米に比較し、かなり低い。昭和 40 年には 73，86％と比較的 

高かったものが、工業優先の経済政策を進めてきたことから、人 

間にとって最重要の食糧自給率が低下してきたとのこと。 

 外貨を稼げることが理由で電気製品、自動車 

などの工業優先政策が続いてきたが、安全保障 

の観点から衣食住の自給率を高める必要性が高 

くなっている。アメリカをはじめ各国が自国優 

先を主張していることから一番大事な食糧は国 

内自給率 100％を保持する必要がある。 

 現在、耕作放棄地は埼玉県面積を超えている。 

若い人の仕事の場として欧米のように農業政策 

として直接補助するべきだ。そんな日本農政を 

積極的に指摘・提案を推進している農民連の美味しいイベントに満足することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所感：アメリカ優先のトランプが大統領に返り咲き、世界中が動向に不安を感じている。民主主義

のリーダー欧米が何か衰退していくような感がある。そんな中で農政をベースに衣食住自給率

向上や平和・核廃絶に貢献する農民連の頑張りに感謝・敬意を表したい。  （文責 中瀬） 
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